
令和３年　春　　回答/解説

問1 ア 4 CNG =  Calling  起動を促す信号になります　　フェーズA　は　CNGとそれを受け取ったレスポンスであるCEDを返して終了です

イ 3

Vは過電圧保護回路
Wは通話電流供給回路
Xは2線ー4線変換回路
Yは符号器　外に出ていく方向に符号化
Ｚは複合器　入ってくる報告に復号化となります

ウ 1 電気通信事業者の交換機に対してL2線に地気を送出する必要があります
エ 3 どちらも正しいです。データリンクが１個のLAPBに対して、LAPDはP-MP接続を可能にします。

オ 5
ノイズに関しては今の所コモンモードノイズしか出てきていません。大地と通信線の間に起こるのがコモンモードノイズ
コモンモードノイズの逆にノーマルモードノイズというものがあります

問2 ア 4
WDMは　 波長分割多重方式（Wavelength Division Multiplexing ） の略
TDMAは　時分割多元接続 (Time Division Multiple Access) の略
今回の問題は波長で分割ということなのでWDMです

イ 2
UACの登録を受け付けるのはレジストラ、位置を管理するロケーション、転送のプロキシ、再転送はリダイレクト
[レジで登録]　[ロケを管理]　 [天ぷら]　　[リダイレクトのリは再という意味]です 語呂合わせで役割を覚えましょう

ウ 4
PLCとは、Power Line Communications の略で電力線を通信ケーブルとしても使用する技術です。
電気エネルギーを供給する電力線に高周波の通信用信号を重畳して伝送させることが出来ます。

エ 2
PoEとはLANケーブルで電力も供給する技術です。Type2 は以下のPoE＋の規格です。
PoE　 ：44～57V　350mA を　15.4W  を  PSEからPDへ給電
PoE＋：50～57V  600mA を　30W　　を　PSEからPDへ給電

オ 3

10GBASEは光ファイバを用いた通信で従来の半2重通信ではなく全2重通信になります。
WANインタフェース副層においてSDH/SONETフレーム化が行われます。
規格のLWとは　Long range （長距離）の略で、用いられる光ケーブルはシングルモードの光ファイバーになります
（SWであれば　Short range で短距離になり、マルチモード光ファイバが用いられます）

問3 ア 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この図を書けるように何度も練習しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：R点はTE2（非ISDN端末）を接続するポイントです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：NT1とNT2の間に相当するのはT点です

イ 2 48ビットで250マイクロ周期で転送　ＮＴと端末間は　１９２Ｋbit/s　になります　　（1秒間に192bit　48×４　250マイクロ周期なので1秒間に4回）

ウ 4
UIフレームは網に対してISDN識別番号のTEIを割り当て要求メッセージを送出するために用いられます。
この時、データリンクコネクション識別子（DLCI)のSAPI値を63、TEI値を127に設定しています

エ 1 呼が中断されると、中断呼がそれまで使っていた呼番号は取り消され、再開時に新しい呼番号が設定されます

オ 5
Fビットの役目としてフレーム同期、CRCビット誤り検出、リモートｱﾗｰﾑ表示というものがあります
（リモートでRC（ラジコン）のフレームを同期）
Fビット　と　ビットパターンの　001011 はセットで覚えましょう

平成23年以後 全て購入は 3,000円 

直近5回分購入は   1,600円 

こちらは無料での公開は終了しています 

ご購入はクレジットカード決済他も 

BASEにて対応しています 

銀行振り込みはメールフォームから 

ご依頼も受け付けています。 

詳しくはトップページをご確認ください 



問４ ア 5 １０００BASEーTで用いられる伝送符号は『４D-PAM５』と『8B/1Q4』です。『4B/5B』は100BASE-TXで用いられます
イ 1 BはPON方式の説明です。光スプリッターを用いて8分岐、または16分岐させる技術です

ウ 3
SCM (Sub Carrier Multiplexing : 副搬送波多重) 方式は送信側において周波数多重されたケーブルテレビ信号を光強度変調を行い、
ノード側でその光信号を電気信号に変換し同軸ケーブルで配信する方式です

エ 1
MTU (Maximum Transmission Unit)とは、 ノードが隣接したネットワークへ1回の通信で転送可能な最大のデータサイズのことです。
PMTUD　のことを　パスMTU探索機能　などと表記している回もありました。参考にしてください

オ 3
どちらも正しいです。
MPLSはデータの先頭に「あて先情報」などのラベルをつける事により、従来のルーティングよりも簡略化、低負荷を目指したものになります。よって
レイヤ３の情報をもとにルーティングを行うより早いことが特徴になります　EoMPLS　はEthernet over MPLS　の略でMPLSの技術をイーサネットに応用したもになります

問5 ア 2 入回線数が【無限】で、出回線数が【有限】のモデルに【ランダム呼】が加わる　　が正しいです

イ 3
トラヒック量です。
類題として『総合呼損率は各交換機の呼損率が十分に小さければ「和」にほぼ等しい』も良くでます

ウ 4

1.呼量を計算
呼量a=（運ばれた呼数c×平均回線保留時間h）÷調査時間T
           （　20 ×　360　）　÷　3600　＝　2.0

2.呼量から回線使用率を求める
回線使用率＝　呼量　÷　設置台数
　　　　　　　 ＝　2.0　  ÷　5　　        ＝　　０．４

3.2で求めた回線使用率と回線数より、グラフより平均回線保留時間を単位として表した
　　平均待ち時間を求める

     ①Ｘ軸使用率　が　０．４　に着目する
　　 ②Ｘ軸　0.4　と　n=5 　が交わる時のＹの値が
　　　平均回線保留時間を単位として表した平均待ち時間となる
　　 Ｙ軸の値は　0.02

4.平均待ち時間を求める
　　平均待ち時間　＝　W/h ×　h
　　　　　０．０2　×　３６０0　　＝　7．2

エ 5
揺らぎとは遅延によって発生する通話がブツブツと切れる現象です。
この音質の劣化を防ぐためにVOIPゲートウェイはゆらぎ吸収機能によって通話の途切れを抑制しています

オ 4 レイヤ２なのでIPアドレスではなくMACアドレスを管理します。受信したフレームの送り主は誰なのかを管理しアドレステーブルに登録します
問6 ア 5 OP25B（Outbound Port 25 Blocking）とは、メールの送信に使われる25番ポートでのメール送信を規制する仕組みです。迷惑メールの送信対策として利用されています

イ 1 シングルサインオンの説明です　一回認証（サイン）してしまえばもう大丈夫　と　シングルサイン　は関連付けやすいですね

ウ 2

S/MIME（Secure / Multipurpose Internet Mail Extensions）とは、信頼できる第三者機関の認証局が発行した電子証明書を
使用することで電子メールのセキュリティを向上する暗号化方式のひとつで、主にフィッシング詐欺対策として利用されています。
電子証明書を用いてメールの暗号化とメールへ電子署名を行うことができ、『メールの暗号化』で盗聴防止と
『メールへの電子署名』で送信者なりすましの防止やメールの改ざんを検知します。

エ 4 ログファイルやファイルの改ざんの監視を行うのはホスト型ＩＤＳ(HIDS)です

オ 3
情報のラベル付けに関する適切な一連の手順は，【組織が採用した】情報分類体系に従って策定し，
実施しなければならない。が正しいです

Ｘ＝０．４  n＝5 

の交点 



問7 ア 3

どちらも正しいです。
CCPEC（シーシーペック）　で語呂あわせ。Pに対してCの文字が先なら架空、後ろなら地下　このような覚え方でも良いと思います
以下を問われる問題も多く出題されています
架空線路設備に用いられる【CCP】ケーブルの最大対数は【400】対であり、最も細い心線径は【0.4mm】である
地下線路設備に用いられる【PEC】ケーブルの最大対数は【3600】対であり、最も細い心線径は【0.32mm】である

イ 2
計算式は　±（測定値×rdg）＋ (分解能×dgt)　となります

100.0 ×　1.6   ＋　0.1　×　2  となり
1.6 ＋　0,2  = 1.8

ウ 4

青木みどりさん　赤ちゃん村　で語呂合わせ　　　　1～５まで対応するのは白、6～10は対応するのは茶色です
9対目なので　赤と茶色の組み合わせです

エ 1
ビハインドPBX方式とは『ＰＢＸの後段に、ビジネスホンや小型ＰＢＸを収容する形」のことです
親となるPBXの子供に複数のPBXなどを接続させる構成です苦肉の策？ということで　ビハインド　という単語の
イメージと結び付けやすいと思います

オ 1
コールピックアップグループは代理応答用のグループであり、コールパークグループは保留応答用のグループになります
保留状態にすることを『パークにする』などと表現しますので覚えやすいです

問8 ア 4

類題をまとめた図になります。これを覚えておくと役に立ちます

イ 3
バス配線において信号伝送に用いられるTA-TB間、RA-RB間のそれぞれに100Ω±5%の終端抵抗を内蔵したモジュラジャックを

取り付ける必要があります
ウ 1 :1対のインタフェース線における配線極性は、全TE間で同一とすることが必要で、反転してはいけない 　が正しいです

エ 3

①挿入損失はLANケーブルの片方の端から信号を入射し、ケーブルの対を伝わりもう片方の端から. 出た信号を計測します
②任意の2対間ではなく、全ての近端漏話の発生源が同時に動作した時の漏話を加算します。4対ケーブルであれば残りの3対の近端漏話を合計します
③正しいです
④遅延時間差は任意の一対ではなく同一ケーブルの中の4対において、それぞれの対の中を信号が進む時間の差をいいます
　　規格では同一ケーブルの中で最大の対間遅延時間差について規定しています
⑤ワイヤマップ試験はワイヤマップとはケーブル両端の接続を示すもので、正しい対組み合わせであるかを調べる試験です

オ 2 床スラブ上の配線としては、アンダーカーペット方式、フリーアクセス方式、又は簡易床二重床方式のどれかを採用します



問9 ア 4 受信器は，光検出器，増幅器及び受信パワーレベルを表示する表示器から構成します

イ 5

割と見かけるものを以下へまとめてみました。参考にしてください

ウ 3

カテゴリ５要素を使ったクラスDのチャネル、モデルはクロスコネクトーTo　この場合の計算式は
H=107－FX です
　　107-18×1.5
    107-27  = 80   となります。
クラスDを求める出題は平成23年から作成していますが初めてかと思われます

エ 4  

オ 5
【テープ心線相互の接続】に用いられるMTコネクタは、MTコネクタかん合ピン及び
【MTコネクタクリップ】を使用して接続し、コネクタの着脱には【着脱工具を使用】します



問10 ア 2
カットバック法の類題として挿入損失法と比較する問題もよく出題されます。
挿入損失法とカットバック法を比較すると　精度は　挿入　＜　カットバック　　ですが「非破壊」で良い利点があります

イ 1 リバースペア、クロスペア、スプリットペアなどが成端蒔の結線配列違いです

ウ 3

①作業環境に限らずにすべての作業の前には事前に危険予知ミーティングを行います
②暗いなら手すりではなく灯りをつけましょう、それが出来なければ作業は中断させましょう
④いかなる場合においても天板にのっての作業は支持が出来ないので禁止です
⑤脚立はまたいで使用するのは禁止です

エ 2
設問は　ヒストグラム　の説明です
管理図は　連続した観測値又は群にある統計量の値を，通常は時間順又はまたはサンプル番号順に打点した，上側管理限界線，及び／又は，
下側管理限界線をもつ図　　と規定されています

オ 4

各イベントの最早と最遅を見ていきます
最早は各イベントのスタートからの所要日数から導き出します

イベント②は　作業Aの日数のみなので　3日最遅は終わりのイベントから逆算していきます。複数ルートがある場合は数字の小さい方を採用していきます

イベント⑦は　17日
イベント⑥は　イベント⑦ー作業G　なので　13日　です
イベント⑤は　イベント⑦ー作業G　なので　13日　です


